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NARAAI（ナラアイ）を活用
した画像生成マニュアル

奈良県デジタル戦略課

議題３ 業務効率化・質向上に向けたNARA AIの活用について
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画像生成のやり方(モデル切り替え方)

AIモデルの切り替え(画像生成の仕方)
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①選択中のAIモデルが表示
下向▼クリックで切替可能

②リストが展開されるので使
いたいモデルをクリック

画像生成はGPT-image-2を選択

④「画像生成がオプ
ション」と書かれてい
れば画像生成モードで

す。

⑤文字で作りたい画像の指示文
(プロンプト)を入力し、実行

画像を生成するには画像生成モデル(GPT-image-2)に切り替える必要があります

③「GPT-image-2」に切り替え



スライド画像の作り方について

3

下記の内容を1枚のスライドにまとめてください。

・生産年齢人口が急激に減少し、今後、人材確保がさら
に困難になる。
出生数は、現在５２歳の方が生まれた１９７３年に比
べて１／３
採用試験の競争率も、約10年前比で１／２

・量の確保の問題と質の確保の問題が生じている。
・行政機能維持のためには、一人あたり「3～6倍程度」
の業務効率化が不可避。

資料構成要素の概要を入れるだけでも一定レベルの資料化が可能
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画像生成におけるこれまでの懸念事項

同じプロンプトで出来上がったスライド テイストが一定ではない

＜改善できた課題＞
1.作るたびにテイストが変わる。同じプロンプトでも仕上がりが変動 →本マニュアルで対応
2.調整が難しい(微調整を指示すると全く違う仕上がりになることも) →本マニュアルで対応
3.日本語表記が下手 →GPT-image-2で改善
4.生成した画像履歴の有無 →チャット履歴から容易に復元可能

＜現状の課題＞ ※技術進化により将来的に解決は見込まれるが現状難しいこと

・複数スライドを1回の指示で作成すること →1指示1枚の生成
・イラストの調整 →細かい一部の修正は不得意



プレゼン資料(複数枚にわたる資料)作成

＜プレゼン資料におけるポイント＞

複数枚の資料のテイストが均一的でなければならない→細かい指示書が必要
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ステップ1：全体構成→骨子を作る

ステップ2：骨子から各スライドごとに要素化をする。 （通常モデルGPT-5.4等)

ステップ3：作業指示書を起こす。 （通常モデルGPT-5.4等)

ステップ4：画像生成 （画像モデルGPT-image-2)

ステップ5：調整 （画像モデルGPT-image-2)またはパワポ



6

ステップ1：骨子を作る（本説明では以下骨子ができたところから開始）

＜スライド１頁＞

■タイトル：業務効率化について
■メッセージ：業務効率化の必要性と緊急性が高まっている
■具体的な内容
・生産年齢人口が急激に減少し、今後、人材確保がさらに困難になる。
出生数は、現在５２歳の方が生まれた１９７３年に比べて１／３

（知事1968年生まれ）。
採用試験の競争率も、約10年前比で１／２

・量の確保の問題と質の確保の問題が生じている。
・行政機能維持のためには、一人あたり「3～6倍程度」の業務効率化が不可避。

＜スライド２頁＞
■タイトル：生成AIの活用について
■メッセージ：生成AIの活用が進んでいない
■具体的な内容
・業務効率化にはデジタル技術の活用が有効だが、生成ＡＩの活用は進んでい
ない。
・世界各国では、生成ＡＩの活用が当たり前。
・日本は生成ＡＩ活用が遅れている。
・さらに国内の市区町村の中でも、奈良県内市町村での活用は特に遅れている
「生成ＡＩ導入済市区町村」は全国で５１％、奈良県は２１％

＜スライド３頁＞
■タイトル：奈良県庁の生成AIの活用状況について
■メッセージ：奈良県庁も生成AIの活用を進めている
■具体的な内容
・生成ＡＩ活用に関する県庁の取組状況。
・令和６年度に議会答弁事務などの分野で実証し、一定の業務効率化効果を確
認した。
・今年度さらに問い合わせ自動対応などの分野に活用を拡大し、精度向上を図
りながら本格導入を始めたところ。

＜スライド○頁＞

■タイトル：○○○について
■メッセージ：○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○
■具体的な内容
・ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○
・ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○
・ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○
・ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○

骨子例

骨子例 骨子例

骨子構成
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①GPT-5.4などの言語モデルが
適用されているか確認

⚠画像生成モデルでは実行しない

ステップ2：骨子から各スライドごとに要素化をする。

②左サイドメニューより、
プロンプトテンプレート > スライド作成

> 2_スライド要素化 を順に選択

③入力欄に指示が自動入力される

④この部分にステップ１の骨子（全体）を上書き ⑤実行

①

②

③

④

⑤

生成サンプル

ステップ３
で使用する
のでコピー
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①GPT-5.4などの言語モデルが
適用されているか確認

⚠画像生成モデルでは実行しない

ステップ３：作業指示書を起こす。

②左サイドメニューより、
プロンプトテンプレート > スライド作成
> 3_スライド作成作業指示書を順に選択

③入力欄に指示が自動入力される

④この部分にステップ２の要素（全体）を上書き

①

②

③

④
⑤

⑤実行

生成サンプル

ステップ４で使用するので
１つずつコピー
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①GPT-image-2等の画像モデル
が適用されているか確認

ステップ４：画像を生成する

②左サイドメニューより、
プロンプトテンプレート > スライド作成

➢ ４_スライド画像作成を順に選択
※スライドのサイズに応じて使い分け

③入力欄に指示が自動入力される

④この部分にステップ３の作業指示書を上書き
※１スライドずつ貼りつけて実行

⑤実行

①

②

③

④

⑤

生成サンプル

２枚目以降のスライドも
①～⑤を繰り返して

順番に作成
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修正内容を入れて送信

画像編集をクリック

①生成画像を選択 ②画像編集をクリック

ステップ５調整（編集方法）①(生成画像そのものを修正)

修正したい画像をクリック

③編集したい内容を指示文（プロンプト）を入力し、送信

修
正
方
法

仕
上
が
り

編集
結果

編集
結果

before after
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②

before after

パワーポイントに画像で張り付けた後、上から張り付けることによりテイストを崩さず編集することが可能

手法①
形を合わせる
修正するコメントを入れる

手法②
色を合わせる
スポイト機能を使って同色にする

手法③
隠す
背景と同じ色の図形を
作って上にのせて隠す

手法④
トリミングする
画像のサイズを調整する

ステップ５調整（編集方法②(パワポに生成画像を貼り付けた後微調整)）

似た形のテキスト
ボックス（図形）

似た形のテキスト
ボックス（図形）


